
令,酪農中心地帯に都市化特に,毛根化が及んでいをいため,現在の所こうした問題は焦眉のこと

とはなってい覆いが,いずれ近いうちに問題と夜ってこようO

⑧,地価の高騰は,経営規模の拡大,鹿鳩の交換分合を妨げ,農業経営の合理化を阻んでいるO

-方,土地さえ持っていれば,という安心感が生 じ,返って経営の科学的管理や経営方法の改善を

妨げておD,それは市の盤業対策にもあらわれている｡

動 転音,振動.排気ガスの乳牛に与える影聾については,調査がなされていず.また明白を形

哲とってあらわれてもいないが,何がしかru影響を与えていることは,まちがいない｡

甲府盆地北東部の農業的土地利用について

原 賀 真一埋 子

調査地域は甲府盆地の北東部で.西を笛吹川Eq:,東と南を重用Uこ.北を山地で区切られ,ほぼ三

角形をしている｡行政的には塩山市と山梨市にまたがる｡皿形 と農業 的 土地利用との間にどのよう

な相関関係があるか,もし関係があれば,その度合はどの程度であるかを量的にとらえることが.

論文の目的である｡

調査地城は笛吹川と重用の扇状地である｡気炭は年降水量が少を く,夏の気温は高く,年軟差は

大で,日照時間,日照率は大き夜値を示 し,内陸盆地的特色を示す｡

土粟は, 5つの土壌紀に分けられるが,いずれの根城も,土壌的に生産阻筈園子の夜いすぐれた

農耕適地でもないが,一方耕地として利用が困難とされる士.旭もないO

農家Iji平均50aの狭い耕現面積で経営規模はさほど大きくはをいが,専業農家が多く昭和40

年には約 58%を占めている｡その収入の大半を果樹 と養喪から得ている｡

農業土地利用o'D変遷をみると,明治中項では畑が多かったのが次第に桑園が増加し,昭和初期に

は桑園面積は耕地の大部分を占めるに至った｡ しかし,生糸の価格低下等が原因して桑園は次第に

減少し,第二次大戦直後までVE:水田面積はかをDの増加をみたのである｡戦後,果樹園化が進み,

昭和25年から45年までの18年間に,果樹軌 宙積は約8倍となD,現在は,果樹園化への過渡

勅にあるといえる｡

果樹園化がおこをわれる婁凶としては,戦後の生活水準の向上からくる需要の増大,大市場であ

る東京に近いこと等VC加えて,果樹は単位面積当Dの生産板が米よDも高いこと,桑も果樹 と同様

に高い収益をあげ得るが労働報酬は果適の方がよD高いことがあげられる｡

教壇されている果適の極地はぶどうとももが主で,他にうめ,かきなどがあるが,最近はももが
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増加してきている｡

調査地域の15の地形面についての土地利用面積比の結果から,次のことが判明した｡

1. 山塩急斜軌 山究緩斜面では耕地の中では桑園が卓越 し,水田は少ない0

2. 旧河道面,硯沖顔面及び重用段丘画では.水田面積の占める割合はおおきく,現在で60-こ

70%,嘩 口29年頃では60- 90%に達 し,果樹乱 発乳 集落等の薗横は少ない｡

5. 上記の面を除くと,水田,東園.菜摘園の割合に大きな差はないが,その中で扇状地Ⅴ面,

VI面,Ⅶ凪 笛吹川段丘血が水田0'D割合がやや少を く覆っている｡

以上から,旧河道面,硯沖積軌 及び窪川段丘画と水田とは高い相関関係を示し,山欝斜面と桑

園とも同様であ9.地形が盛業的士皿利用に影聖を与えているといえる｡扇状他面と笛吹川段丘面

紘,他の面IJC比摂 して低い相関度であるが,これには扇状地面の地形区分の方法も影響していると

思われる｡

土地利用と地形とのこのようを関係にある理由は,主として傾斜と地下水位にあるのではをいか

と考えるがこの点については不明であるo

栃木県西那須野町の地理学的考察

本 沢 み ど り

調査根城を.那締 状I,ui西半に位置する西那須野町とし,人口を主な指接としなが ら,西那須野

町の性格を考索した｡論文は全体を大きく2つにわけ,第 I葦では西那須野町の旭観を把握し,寡

Ⅰ章で現在の西那須野町の状況をさ らに詳しく検討した｡

西那須野町は,明治中頃から始まった農業開拓集落を基礎とする歴史の浅い町である｡起業に関

してもいわば後進根城であったが,戦後の闘巴の進行と共に米作の代表的J地域のひとつに怒ってい

る｡人口から見ると,国東地方の内陸,縁辺部では人口減少が一般的である中で,西那須野町は,

^ロが徐々に増加している｡市衛蝿も周辺農村根城も^口は増加している｡就業人口を見ると,市

街地では産業別人口構成 倒まとん ど変化はなく,第5次産業人口が多い｡これに対 して周辺農村根

城では,第 1次産業が減少し, 2次, 5次産業人口の増加がはっき9みられ.それ笹若年層程著 し

いO次vc西那須野町vT(-.'Fh'住する就業者を就業皿別にみると,他封町村を就業姐とするものが年々増

加している｡また他市町村に常住し西那須野町で就業する者の薮も増加しているo しかし.西那須

野町における就業者数は停滞 している｡西那須野町と他市町村との間で労働力の移動が行なわれて

いることがわかる｡特に大田政市との的係が密接で,全体o'350%近くを占める0
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